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附属高等学校池田校舎



１ 附属高等学校池田校舎の現況 

(１) 学校名 

大阪教育大学附属高等学校池田校舎 

(２) 所在地 

大阪府池田市緑丘１－５－１ 

(３) 学級数・収容定員 

１２学級(１学年４学級) 収容定員４８０人(１学級４０人) 

(４) 幼児・児童・生徒数 

４８３人(男子２５６人・女子２２７人) 

(５) 教職員数 

校長(併任) １人，副校長 １人，主幹教諭 １人，指導教諭 １人 

教諭 ２６人(うち，臨時的雇用２人，再雇用職員２人)，非常勤講師 １４人，AET １人 

事務職員 ３人(事務補佐員２人，教務補佐員１人) 

２ 附属高等学校池田校舎の特徴 

本校は1956（昭和31）年4月に創設された。本校の特色は，60数年の歴史の中で培われた自由・自主・

自律を尊ぶ校風のもとで生徒一人ひとりの個性を大切にしながら質の高い教育を行っていることにある。国

際教育にも力を入れており，2004年1月にユネスコスクールに登録され，アジアや北欧の高校生とESDを

テーマとした学びの交流を続けている。 

2020年4月にWWLコンソーシアム構築支援事業の共同実施校に指定され，拠点校である平野校舎とと

もに，「Society5.0に向かう生徒と教員のための『学びの共同体』の構築」を目的として「データサイエンス

に基づくイノベーティブなグローバル人材育成システムの開発」に取り組んでいる。「グローバル探究」や

「データサイエンス基礎」，「イノベーティブシンキング」などの学校設定科目のカリキュラムと評価方法の

開発等を行い，2022年からは毎年，高校生国際会議を開催して国内外の連携校の高校生・教員と探究活動の

成果を通した交流と研修を行っている。 

また，近年は生徒１人に１IDを付与するなど教育の情報化に積極的に取り組んでおり，令和３年度入学生

からはBYADを開始し，ICT機器の活用場面を増やすことで，より一層の推進を図っている。 

2022年3月にはSPSの認証を受け，学校安全に高校生が主体的に取り組む活動を推進している。 

３ 附属高等学校池田校舎の役割 

① 基礎学力を充実させる普通教育を行う。 

② 大学学部の学生の教育実習を指導する。 

③ 教育研究校・教育実践校として教育研究を進める。 

４ 附属高等学校池田校舎の学校教育目標 

ア）自由・自主・自律の精神に富み，個性豊かな生徒を育てる。 

イ）知育・徳育・体育の調和のとれた生徒を育てる。 

ウ）国際性豊かで，平和を希求する生徒を育てる。 

５ 附属高等学校池田校舎の学校教育計画 

ア）基本的生活習慣の確立をはかり，生きる力を育成する。 

イ）学力の充実をはかり，主体的に学習する態度を育成する。 

ウ）生徒の個性を尊重し，自己実現できる機会を与える。 



６ 附属高等学校池田校舎の令和２年度 重点目標(評価項目)，具体的な取組内容(評価指標)・評価結果 

評価の基準 自己評価 学校関係者評価 

 Ａ 高いレベルで達成できた Ａ とても適切である 

Ｂ 達成できた Ｂ おおむね適切である 

Ｃ 一部達成できなかった Ｃ あまり適切でない 

Ｄ ほとんど達成できなかった Ｄ 適切でない 

  Ｅ 判定できない 

学校教育目

標 

ア）自由・自主・自律の精神に富み，個性豊かな生徒を育てる。 

イ）知育・徳育・体育の調和のとれた生徒を育てる。 

ウ）国際性豊かで，平和を希求する生徒を育てる。   

学校教育計

画 

ア）基本的生活習慣の確立をはかり，生きる力を育成する。 

イ）学力の充実をはかり，主体的に学習する態度を育成する。 

ウ）生徒の個性を尊重し，自己実現できる機会を与える。 

 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を 

踏まえた改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

（１）グローバル

化した社会で課題

解決に向けてイノ

ベーティブに思考

し、主体的に実践

できる力を育成す

るためのカリキュ

ラムを連携機関と

協働して開発し、

広く発信する。 

WWLの学校設定科

目「グローバル探究

Ⅰ，Ⅱ」，「イノベー

ティブシンキング」，

「データサイエンス

基礎」，「データサイ

エンス」等を実施す

る。 

「グローバル探究Ⅰ，Ⅱ」は，その成

果を高校生国際会議などで外部発表

し，一定の評価を得た。「同Ⅲ」を履

修した3名は探究の成果を自らの進路

実現に結びつけた。「イノべ－ティブ

シンキング」選択者12名，「データサ

イエンス」選択者17名は皆，意欲的

に取り組んだ。 

「グローバル探究

Ⅲ」を履修させる

ことの意義が，生

徒・教員にまだ浸

透していない。卒

業生に後輩の指導

に協力してもらう

ことを検討する。 

 

 

 

Ａ 

対面での発表の機会があ

ると，達成感もあり，また

各自の振り返りが深まっ

て良い。成果を進路に結

びつけることも重要。 

働き方改革の推進に伴う

カリキュラムの開発が課

題である。 

 

 

 

Ａ 

探究活動では外部への成果

発表を通じて得られる学び

もあり，さらに探究・学習

への意欲が高まると考えら

れるので，教員から生徒に

外部での発表をより強く推

奨する。 



（１）グローバル

化した社会で課題

解決に向けてイノ

ベーティブに思考

し、主体的に実践

できる力を育成す

るためのカリキュ

ラムを連携機関と

協働して開発し、

広く発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生国際会議を大

阪教育大学，平野校

舎，連携校と協力し

て実施する。 

高校生国際会議を対面で実施したこと

で，高校生同士の交流を深めることが

できた。海外連携校からの参加もあ

り，ポスター発表や口頭発表，シンポ

ジウムなどを通して，多くの生徒が国

際会議を体験することができた。 

次年度は海外連携

校からの来日参加

も考えられるの

で，できるだけ早

く実施体制を整

え，プログラムに

ついても再検討す

る必要がある。 

 

 

 

 

Ａ 

国際会議の分科会の司会

など運営面にも参加でき

たのは高校生にとって良

い経験であった。 

海外の高校生・留学生と

英語で議論する機会を増

やすことが大切だろう。 

 

 

 

 

Ａ 

 

次年度の国際会議では来日

する学校が複数あることを

想定して，計画的に準備を

進める。会議当日の発表・

運営だけでなく，それに向

けた準備や交流も学びの機

会と捉えて，生徒に参加を

促す。 

海外研修として可能

であれば「ベトナム

研修」や「カナダ研

修」，「シンガポール

研修」を実施する。 

 

アセスメントグルー

プにPROG-Hテスト

やAARテストの結果

を提供することで，

資質・能力の評価方

法の研究開発に取り

組む。 

「ベトナム研修」はハノイ大学の教

員・大学生の協力を得て，2年生7

名，教員2名で7月21日〜29日に実

施した。「カナダ研修」は1年生18

名，2年生2名，教員2名で3月21

日～31日に実施する。 

大阪教育大学の仲矢教授らのアセスメ

ントグループが各種テストや調査を分

析した結果，WWL事業に積極的に参

加した生徒の方が3年間での資質・能

力の伸びが大きいことが確認された。 

次年度の「ベトナ

ム」研修は「イノ

ベーティブシンキ

ング」受講者以外

の参加も認める方

向で検討する。 

PROG-Hテストや

AARテストの結果

を生徒自身の自己

理解や，学級担任

の生徒理解に活用

できるようにす

る。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

海外研修が実施できて良

かった。参加者は女子が

多いとのことだが，男子

にも積極的な参加を促し

て欲しい。 

 

評価指標の開発・研究に

よって，取り組みの成果

が定量的に評価できるよ

うになったのは良い。 

分析の結果がカリキュラ

ムの開発と指導方法の改

善に生かされることを期

待する。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

海外研修で学んだことを探

究活動と結びつけるように

指導する。次年度も実施が

見込めることから，探究テ

ーマ設定の段階から海外研

修を意識させる。 

 

生徒のPGOG-Hテストの

結果やWWL事業への取

り組み状況等を学級担任が

把握し，日常的な生徒理解

に活用する。 



（２）ユネスコス

クール（ASPnet）

として、国内外の

学校と持続発展教

育（ESD）や多文化

理解の協同実践に

努めることを基盤

に置き、国際教育

を推進する。 

 

 

海外のASPnet校と

交流を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユネスコスクールと

して，大阪・関西

ASPnetの活動に貢

献する。 

今年度は韓国サンダン高校とのオンラ

イン交流を生徒が企画し，10 名が参加

して12月に3日間実施した。当日は 

“Creation of our future based on 

mutual understanding ～ Let’s 

broaden our horizons and understand 

each other’s thoughts～”（「相互理解の

基づく未来の創造〜視野を広げて、私

たちの思いを理解し合おう〜」）をテー

マに交流した。 

「近畿・北陸地域ASPnet校・SDGs

関連団体によるESD/SDGs学びあい

交流会（3回のワークショップ）」に1

年生2名，2年生2名が参加した。 

生徒達はオンライ

ン会議にも慣れ，

事前交流やプログ

ラムを工夫したこ

とで対面に近い成

果が得られた。次

年度はサンダン高

校の来日を予定し

ている。 

 

学校外での学びの

成果を校内で共有

する方法・機会を

考える必要があ

る。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

韓国の高校との交流を高

校生が企画して実施でき

たことは大変良い。 

相互に英語で議論できた

ことも素晴らしい。 

交流の成果を他の生徒に

還元する方法を工夫して

欲しい。次年度は対面で

交流できることを期待す

る。 

学校外の様々な立場の人

と共通のテーマで交流で

きたことは大変良い。 

学んだ成果を他の生徒に

も還元して欲しい。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

次年度はサンダン高校を本

校に招くことを想定して準

備を行う。 

長年のユネスコスクール同

士のつながりを大切にし，

共通の課題について，互い

の考え方の違いや共通点に

ついて親近感を持って知る

機会にしたい。 

 

大阪・関西ユネスコスクー

ル(ASPnet)ネットワーク

主催の学びあいの機会を，

本校の教育活動に関連付け

る方策を検討する。 

（３）セーフティ

ー・プロモーショ

ン・スクール

（SPS）認証校と

して、学校安全推

進センターと連携

しながら、安全教

育、安全管理、安

全連携について研

究と実践を行う。 

学校安全管理マニュ

アル等の見直しや研

修を通して教職員の

安全意識の向上を図

る。 

 

 

避難訓練や防犯訓練において問題点を

見出し，改善すべき点の整理を行っ

た。「事故発生時対応マニュアル」の

完成度を高めた。 

上履きを靴に変える教職員も増え，教

職員の防災・防犯に対する意識は向上

している。 

役割分担上，事故

発生時の緊急通報

や，家庭連絡の役

割を経験できる教

員数が限られてい

る。役割分担の在

り方を見直す必要

がある。 

 

 

Ａ 

 

 

救命講習や各種訓練を行

い，学校安全の充実に取

り組んでいることは大変

良い。 

池田地区附属学校の共通

テーマであることから，

附属池田小・中との連携

を進めて欲しい。 

Ａ 

学校安全マニュアルをさら

に実効性のあるものに改訂

するとともに，附属池田

小・中学校との連携を深

め，共同で避難訓練等を行

うようにする。 

各種の緊急対応時における

ICTの活用方法を検討す

る。 



（３）セーフティ

ー・プロモーショ

ン・スクール

（SPS）認証校と

して、学校安全推

進センターと連携

しながら、安全教

育、安全管理、安

全連携について研

究と実践を行う。 

SPSサポーター制度

を活用して，高校生

の学校安全への主体

的な参加を促す。 

 

安全点検を教員と生徒で行うことや，

SPS サポーターが防災・防犯訓練の企

画に参画することなどを通じて，生徒

の学校安全への意識は少し変化した。

次年度はヒヤリハットシステムの運用

にも参加する予定である。 

また，生徒の意見を参考に3階窓に落

下防止柵をつけ，下足室にスピーカー

を設置した。 

生徒の学校評価で

は教育環境の安全

面に対する評価が

低いことから，生

徒目線での環境改

善に関する提案や

要望を取り上げる

必要がある。 

 

 

Ｂ 

 

 

生徒が学校安全の推進に

主体的に参加するのは大

変良い。 

行事や部活動以外の場面

での防災や防犯，交通安

全などについて関心を高

めることは難しいかもし

れないが，ぜひ定着させ

て欲しい。 

Ａ 

SPSサポーターとなった

生徒が自身の探究活動と結

びつけることで，学校の

様々な安全に関する課題や

その解決方法を見出すこと

ができると思われる。「グ

ローバル探究」のカリキュ

ラム開発担当者と連携して

検討を行う。 

数少ない高校での

SPS認証校としての

役割を果たす。 

 

SPS認証を目指す学校への情報提供や

実践事例の紹介の機会として，学校訪

問1件と，発表2件を行った。 

・学校訪問（視察）（12月8日） 

 宮崎県教育庁人権同和教育課主催 

 指導主事3名，教諭2名 

・「学校安全実践力向上セミナー・ 

学校安全ワークショップ（12月9 

日，岡山市）」 

・「第3回学校安全推進センターフォ 

ーラム（3月3日，本学）」 

今年は主にSPS認

証に向けての取り

組み事例を発表し

たが，これからは

SPSの「7つの指

標」に基づき評

価・改善している

状況の報告が求め

られることから，

今後も継続的な

SPS活動の実践が

必要である。 

Ａ 

SPS 認証校になって，学

校安全が進むと同時に，

外部に発信する機会が増

えたことは素晴らしい。

PTAや地域とも協力が進

むようにして欲しい。 

学校の特色である，生徒

の主体性を生かした SPS

活動を推進して欲しい。 

Ａ 

高校生が学校生活の安全，

地域・社会の安全，世界の

安全に対して課題意識を持

って取り組むよう，SPS

の活動と探究活動や生徒会

活動とを結びつける。 

学校安全への取り組みを

「グローバル探究」と関連

付けることを関連する校務

分掌で検討する。 



（４）生徒一人一

人の個性を伸長し

主体性，協働性，

創造性を育むため

に，教科外の活動

を含む全ての学習

機会を通じて，個

人及び集団として

の在り方を考えさ

せる指導を充実さ

せる。 

生徒会行事につい

て，健康・安全を最

優先としつつ，過去

の経験を生かして，

実施可能な案を計

画・実施させる。 

コロナ禍での附高祭も3回目となっ

た。今年は，人数制限を行った上で来

校者の在校時間を2時間程度に限るこ

とで一般公開を実施した。クラス創作

を3年ぶりに実施できたことで，次年

度以降，附高祭の在り方を考えるため

の良い経験になったと思われる。 

附高祭では，熱中

症対策が極めて重

要である。また，

夜遅い時間にオン

ラインを活用して

練習することで健

康面への影響が心

配される。 

Ｂ 

コロナ禍の影響を受けな

がらも一般公開を安全に

実施できたことは素晴ら

しい。先輩から後輩へと

引き継がれてきたものの

一部が断絶したことも，

新しく作っていく機会と

前向きに捉えれば良い。 

Ａ 

教職員の働き方改革の推進

と，生徒の自主的・自律的

な創作活動の機会の保障を

どのように両立させるかは

難しい課題である。活動の

質的向上を図ることで両立

する方法を学校全体で検討

する。 

研修合宿（1年），修

学旅行（2年）につ

いて，旅行委員を中

心に企画・運営させ

る 

研修合宿を3年ぶり実施することがで

き，新入生には相互理解を深める良い

機会となった。修学旅行を9月末に実

施したが，好天に恵まれ，健康・安全

に全ての行程を実施できた。 

働き方改革によ

り，宿泊行事中の

勤務時間につい

て，改めて教職

員・管理職で確認

する必要がある。 

Ａ 

宿泊行事は生徒にとって

大切な経験となるので，

安全に実施できて良かっ

た。以前にも増して先生

方の負担が大きいと思う

が継続して欲しい。 

Ａ 

宿泊行事の準備，実施を

通して，旅行委員の指導

力等を育むことや，生徒

同士が互いに尊重し，協

力し合う姿勢が養えるよ

う，適切に指導する。 

（５）探究的な学

習活動に必要な多

面的な情報活用能

力を育成するため

に、図書館の利用

を含めた様々な方

策について研究と

研修を行い、その

成果を広く発信す

る。 

教育活動における

ICTの一層の活用に

向けて，授業等での

活用方法の研究と校

内での普及活動を行

う。 

 

 

 

 

1，2年生が各自のクロームブックを授

業や様々な教育活動に活用するように

なった。また，感染症等で登校できな

い生徒に対しても，各教員がGoogle 

Meetで授業を配信することが日常の

こととして定着した。 

 

 

 

 

教育活動における

ICT活用は生徒・

教員とも一定の水

準に達している。 

今後は各科目で

「情報の活用」に

ついて踏み込んで

考える必要があ

る。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

「教育の情報化」が確実

に推進されているのは良

い。 

学習のツールとして定着

したら，次の段階として，

教育の質的な変化を推進

できるように，教科教育

や探究学習の方法につい

て研究して欲しい。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

授業での ICT活用の推進

によって，生徒の学びの質

にどのような変化・影響が

出ているか検証が必要であ

る。 

また，「情報の活用」に関

して，教科教育や探究学習

の指導の中で積極的に取り

組むことが必要である。 

 



（５）探究的な学

習活動に必要な多

面的な情報活用能

力を育成するため

に、図書館の利用

を含めた様々な方

策について研究と

研修を行い、その

成果を広く発信す

る。 

教育活動に必要な

ICT機器や施設・設

備の充実を図る。 

 

WWL事業の推進や，感染症対策とし

てのオンライン授業充実のために購入

した ICT機器類を有効利用するため，

メディアセンターのメディア工房にそ

れらを集約して保管し，教職員に利用

の仕方などについて周知した。 

生徒の読書量を増やすため，電子図書

館の利用について，生徒に繰り返し周

知を図った。 

高校生国際会議等

で必要なノートPC

が不足している。

必要十分な数を確

保するよう予算化

する必要がある。 

また，生徒の読書

離れが著しいこと

への対策が必要で

ある。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

オンラインを活用した教

育に必要な設備や備品等

が充実し，教育環境が整

ってきたことは大変良

い。今後も必要な予算を

確保することが重要であ

る。 

読書量の低下による学力

の質の変化が懸念され

る。対策をお願いしたい。 

 

 

 

 

Ａ 

情報化推進委員会の役割に

ついては，その時々の状況

に応じて見直す必要があ

る。 

次年度については，ＣＡＶ

室の更新に関連して，「生

徒・教員の情報活用能力の

向上」を課題として取り組

む。読書量の改善もこの文

脈に位置づけたい。 

（６）池田地区小

中学校とともに、

国際的見地から解

決が必要な教育課

題に取り組み、公

教育の将来像を切

り拓く拠点となる

ことをめざす。 

 

小中との連携を図

り，共通テーマのも

と，高校のサブテー

マを設定して公開授

業を実施する。今年

は各校独自開催で公

開授業と協議会を行

い，他校種の授業を

積極的に見学して，

相互理解を深める。 

 

共通テーマ「社会とつながり，明日を

切り拓く資質・能力の育成」のもと，

高校は「自身の学びの変容を一人ひと

りが自覚できる授業−グローバル市民

の育成をめざして−」をサブテーマ

に，現代文(2年)，物理基礎(1年)，地

理総合(1年)，グローバル探究Ⅰ(１年)

の授業を公開し，協議会を行った。 

一般見学者も多数

あり，協議会でも

有意義な意見交換

ができた。附属池

田小・中学校の教

員も多数授業見学

に来られた。 

今回の相互交流を

次年度以降にどの

ように生かすかが

課題である。 

Ｂ 

公開授業を通じて学校の

良さを外部に発信するこ

とは大切である。 

長年，附属池田小・中学校

とは連携・協力が必要と

言いながらもそれぞれの

事情があり，深めること

ができていなかった。今

回，相互に授業見学を行

ったことをきっかけに，

実現可能なことから，連

携・協力をさらに進めて

欲しい。 

Ａ 

池田地区附属学校3校が

共通した方針（地区のスク

ールポリシー）のもとに教

育に取り組んでいることを

外部に対して発信できるよ

うに研究会のテーマを設定

する。また，公開する授業

では，それを具現化するこ

とを意識する。 

交流人事で着任した教員に

も教育研究を体験してもら

うために，積極的に取り組

んでもらう。 



 

（６）池田地区小

中学校とともに、

国際的見地から解

決が必要な教育課

題に取り組み、公

教育の将来像を切

り拓く拠点となる

ことをめざす。 

池田地区附属 3校が

連携して児童生徒に

どのような資質・能

力を育もうとしてい

るのかをスクールポ

リシーと関連づけて

まとめる。 

また，それと関連さ

せて，小中，中高の

間での連絡入試の在

り方についても検討

する。 

池田地区 3校のスクールポリシーを相

互に確認し，各校の特色や育もうとす

る資質・能力を「安全教育」と「国際

教育」を柱としてまとめ，3校での継

続性・発展性を概念図にまとめた。 

これらを踏まえて，各校管理職，主幹

教諭，研究部長，教務部長を構成員と

して，池田地区の将来構想について議

論を始めた。 

本校でも育成を目

指す資質・能力を

明確にし，それを

実現するためのカ

リキュラムを開発

する必要がある。 

教育研究の成果を

リニューアルした

HPを活用して発信

することが必要で

ある。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

高校がどのような資質・

能力をもった生徒を育て

ようしているか附属池田

小・中学校の先生方にも

理解してもらうことは大

切で，児童生徒が連絡進

学を考える際にも影響す

ると思われる。 

また，各校のスクールポ

リシー（特にアドミッシ

ョンポリシー）に照らし

て，連絡入試の在り方を

見直すことが必要であ

る。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

池田地区附属 3校が連携・

協力して，児童生徒にどの

ような資質・能力を育もう

としているのか，外部から

見てもはっきりわかるよう

な形で，3 校揃って発信す

ることが求められている。 

池田地区の将来構想を議論

しつつ，2年あるいは3年

後に向けて中高の連絡入試

の在り方を見直し，外部に

対しても適切な形で情報を

発信する。 


